
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 6月１日発行 第３号 

学校教育目標「認めあう」 

●志 抱いて 学びあい ●豊かな心で 思いあい ●元気にスポーツ 鍛えあい 

二中だより 

松伏町立松伏第二中学校 
〒343-0115 北葛飾郡松伏町上赤岩 711      ℡ ９９２－００５１ 

http://matsubushi.ed.jp/matu2tyu/               発行責任者  校長 星野 健一 

 

 

校長 星野 健一 

 

みなさんは、最近よく「SDGs」という言葉を聞く機会があるのではないでしょうか。新学習指導

要領にも 2020 年より取り組まれ、中学生も勉強しています。それは「 Sustainable 

Development Goals（サステイナブル ディベロップメント ゴールズ）」の略で、「持続可能な開

発目標」のことです。簡単に言うと【人々が地球で暮らし続けるための目標】として１７の目標を立

ててみんなで考え、実行していくことです。 

先月Ｇ７広島サミットという先進国首脳会議が行われ、「SDGs」の目標の中の 16 番目にあた

る【平和と公正をすべての人に】ということについて触れていたのを強く記憶し、いろいろと考えさ

せられました。 

また、ある年の広島の平和記念式典での中学生平和作文より、『平和への誓い』にこんな一文

がありました。【平和とは自然に笑顔になれること。平和とは人も自分も幸せであること。平和とは

夢や希望をもてる未来があること。『平和』とは、「争いがないこと」だけではないと思います。私は

「みんなが笑顔で、未来を夢見ることが出来る」、そんな平和な世の中になることを願っていま

す。】と。 

大きく構えて考えてしまうと、なかなか個人としてどうしたらいいのか難しい問題ととらえがちで

すが、「平和」というのは日常の本当にさり気ない瞬間に存在しているのだと改めて思います。例

えば、毎日おいしいごはんが食べられて、夜ぐっすり眠れるなど当たり前だと思っているのは幸せ

なことだけれど、やはり本当は当たり前のことではない。いやだという意見が言えたり、ごめんなさ

いと謝れたりすること。これも小さな事に思えるかもしれないけれど、実はこれができないと大変な

ことになると思いませんか？ そして、これからの未来を生きる二中の生徒たちには、日常のことを

例にとりながら身近な「平和」を考えるとともに今、日本では、世界ではどうなっているのかをいろ

いろな角度から考えて、知ってほしいと思います。現在進行しているウクライナとロシア軍事侵攻は

もちろんですが、近隣諸国や世界情勢の情報に興味を持っていくこと、知ることが平和への第一

歩だと思います。ご家庭でもまずは「我が家の平和とは」などの話題で話し合え 

たら素敵ですね。ちなみに我が家の小さな平和の一つは、ミニチュアダックスとの 

散歩でしょうか・・・・・。 

Peace to all ! 

 

 


